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総 括 質 疑 令
和
４
年

令
和
４
年  

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

11 
  30

12 
  20

　
第
４
回
定
例
会
で
は
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
支
給
の
た
め
の
専
決
処
分
の

承
認
、
物
価
高
騰
や
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
、
介
護
従

事
者
安
全
確
保
対
策
事
業
な
ど
を
含
む
補
正
予
算
や
、

文
化
施
設
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
図
書
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
の
22
件
が
全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
１
件

が
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
物
価
高
騰
対
策
と

　
　
　
　
物
価
高
騰
対
策
と

　
　
　
　
介
護
従
事
者
の
安
全
確
保
へ

　
　
　
　
介
護
従
事
者
の
安
全
確
保
へ

◆
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

青　
藍　
会　
原
田　
雄
一 

議
員

日
本
共
産
党　
床
井　
紀
範 

議
員

公　
明　
党　
川
畑　
京
子 

議
員

会
派
外
の
議
員　
民
部　
佳
代 

議
員

本会議での質疑をまとめています。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）

市
税
収
入
の
増
額
補
正

　
　
当
初
予
算
時
に
お
い
て
、

個
人
市
民
税
は
過
去
最
高
に

迫
る
予
算
計
上
額
で
あ
り
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
過

去
最
大
で
あ
っ
た
。
今
回
さ

ら
に
大
幅
増
額
と
な
っ
た
要

因
は
。

　
　
本
補
正
で
は
市
税
合
計

で
約
６
億
５
０
０
万
円
の
増

額
補
正
と
な
っ
た
。

　
個
人
市
民
税
は
当
初
の
見

込
み
よ
り
納
税
義
務
者
の
増

加
及
び
納
税
義
務
者
全
般
に

所
得
割
額
の
増
加
が
見
ら
れ

た
こ
と
、
分
離
課
税
の
課

税
調
定
額
が
過
去
最
大
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
約

４
億
５
３
０
０
万
円
の
増
加

を
見
込
む
も
の
と
な
っ
た
。

　
固
定
資
産
税
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
国
道
２
５
４
号
バ

イ
パ
ス
土
地
区
画
整
理
地
区

の
土
地
評
価
額
、
市
域
全
体

の
地
価
、
宅
地
化
等
開
発
の

想
定
が
現
状
と
異
な
っ
た
こ

と
で
、
約
５
４
０
０
万
円
の

増
加
と
な
っ
た
。

　
家
屋
に
つ
い
て
は
、
滅
失

件
数
が
想
定
よ
り
少
な
か
っ

た
こ
と
、
大
規
模
物
件
の
税

額
確
定
が
当
初
予
算
積
算

に
間
に
合
わ
ず
、
見
込
み

よ
り
上
回
っ
た
こ
と
で
約

１
８
０
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
た
。

　

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
で
大
規
模
法

人
の
業
績
不
調
か
ら
設
備
投

資
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
実
際
に
は
増
加
と
な
り

約
６
９
０
０
万
円
の
増
加
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
税
に
つ

い
て
は
約
１
１
０
０
万
円
の

増
加
と
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で　

国
か
ら
交
付
金

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
充
当
事
業
は
。

　
　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

問答

問答

消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給
付

事
業
と
学
校
給
食
費
支
援
事

業
の
２
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

　
消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給

付
事
業
は
、
物
価
高
騰
等
の

影
響
に
よ
り
苦
境
に
直
面
す

る
市
内
事
業
所
で
の
消
費
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
へ
の
経
済
的
な
支
援
を

図
る
た
め
、
１
人
当
た
り

３
０
０
０
円
の
ク
ー
ポ
ン
を

全
世
帯
へ
配
布
し
た
。
こ
れ

に
約
３
億
９
５
０
０
万
円
を

充
当
し
た
。

　
学
校
給
食
費
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
食
材
費
の
物
価
高
騰
分

に
つ
い
て
公
費
負
担
と
す
る

こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
を

増
や
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
量
を
保
っ
た
学
校
給
食
を

提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
に
約

１
４
０
０
万
円
を
充
当
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
自
宅
療
養
者

に
対
し
て
、
食
料
品
や
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
配
送

を
行
う
感
染
症
対
策
事
業
に

約
２
８
０
０
万
円
、
新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
し
た
児
童

生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

購
入
や
周
辺
機
器
等
の
整
備

を
行
う
国
際
化
・
情
報
化
推

進
事
業
に
約
９
３
０
０
万
円

を
充
当
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

安
全
確
保
対
策

　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

安
全
確
保
対
策
費
補
助
金
の

内
容
は
。

　
　
昨
年
１
月
に
市
内
で
起

き
た
立
て
こ
も
り
事
件
を
受

け
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
県

と
協
議
を
進
め
た
。

　

そ
の
後
、
県
が
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
の
複
数
人
訪
問
費

用
と
事
業
所
の
安
全
対
策
に

か
か
る
費
用
の
補
助
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
市
が
独
自
に
事
業

所
の
負
担
分
を
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
事
業
所
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
事
業
所

が
補
助
を
利
用
し
て
積
極
的

に
複
数
人
対
応
を
行
っ
た
り
、

安
全
対
策
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。

　
実
施
時
期
は
県
が
行
う
補

助
事
業
と
合
わ
せ
て
行
う
。

１
月
中
に
補
助
制
度
の
周
知

を
行
い
、
受
付
を
開
始
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

上
下
水
道
料
金
の
減
免

　
　
上
下
水
道
料
金
の
減
免

の
規
模
と
影
響
は
。

　
　
現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
が
長

引
い
て
お
り
、
さ
ら
に
は
原

油
価
格
や
物
価
高
騰
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
生
活
ま
た
は

経
済
活
動
に
不
安
の
あ
る
市

民
や
事
業
者
が
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
生
活
及
び
経
済
活

動
の
支
援
の
観
点
か
ら
、
市

内
の
家
庭
及
び
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
水
道
料
金
に
加

え
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

も
令
和
５
年
１
月
及
び
２
月

検
針
分
の
減
免
を
実
施
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
請
求
す
る

水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料

の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
１
万
円

を
上
限
に
減
免
す
る
。

　
見
込
ま
れ
る
減
免
金
額
の

総
額
は
、
水
道
料
金
が
約

２
億
３
９
０
万
円
、
下
水
道

使
用
料
が
１
億
３
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
減
免
の

実
施
に
よ
り
、
水
道
料
金
納

付
が
発
生
し
な
い
方
が
約

97
％
、
全
額
減
免
と
な
る
下

水
道
使
用
者
は
約
99
％
と
見

込
ん
で
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
応
し
た

学
校
環
境
の
整
備

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
落
下
し

な
い
よ
う
一
回
り
大
き
い
新

Ｊ
Ｉ
Ｓ
対
応
机
を
購
入
す
る

が
、
児
童
生
徒
数
に
対
す
る

充
当
率
は
。

　
　
小
中
学
校
の
机
を
購
入

す
る
際
に
は
、
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
対

応
の
も
の
に
順
次
入
れ
替
え

て
い
る
。
令
和
４
年
４
月
１

日
現
在
の
充
当
率
は
、
小
学

校
で
約
52
％
、
中
学
校
で
約

91
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
小
学
校
６
年

生
と
中
学
生
の
未
整
備
分
を

対
象
と
し
て
計
画
し
て
い
た

が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
り
本
格
的
な
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
が
始

ま
っ
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
利
用
が
多
い
小
学
校

４
年
生
、
５
年
生
の
机
に
つ

い
て
も
早
期
に
入
れ
替
え
を

行
う
た
め
計
上
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
小
学
校
４
年
生
以

上
及
び
中
学
校
で
は
全
て
新

Ｊ
Ｉ
Ｓ
対
応
机
が
整
備
さ
れ
、

小
学
校
３
年
生
以
下
の
充
当

率
は
約
38
％
と
な
る
。

問答

問答

問答




